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4_5　コネクスーン対応時の1チャンネルリモコンによる操作方法
※座板錠が付いている場合、解錠されていることを確認して開閉操作を行ってください。

STOPボタン

DOWNボタン

 UPボタン

LEDランプ
（ボタンを押すと点滅します。）
※点滅しない場合は、
　送信できません。

開ける時

止める時

閉める時

リモコン　　　ボタンを押してください。

リモコン　　　ボタンを押してください。

リモコン　　　ボタンを押してください。

● または ボタンを押すとシャッターは、
　自動運転を始めます。
　その後、全開または全閉で自動停止します。
●シャッターを開放（閉鎖）している途中で
　反転させる場合は、必ず一旦STOPボタン　

　 を押して、シャッターを止めてから閉鎖
　（開放）の操作を行ってください。
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お願い 以下の事項を確認してください。
●通常の使用方法（1日4回使用）で電池の寿命は約2年です。LEDランプが暗くなった
ときは新しい電池と交換してください。

●交換用電池は、CR2430型、あるいは、CR2032型リチウム電池（3V）です。
●充電式電池は使用できません。
●使用期限の過ぎた電池を使用しないでください。
●電池（3V）の＋、−の入れ違いにご注意ください。
●腐食防止のため、定期的な電池の交換をおすすめします。
●使い終わった電池は、お住まいの自治体のルールに従って処理願います。
● �電池交換の際には、ボタン電池のパッケージに記載されている取扱いに関する注意事項も
お読みください。

①ドライバー（プラスNo.1）でリモコン背面のねじを外してください。（1ヶ所）
②裏カバーを下向きにずらしながら外してください。
③マイナスドライバーなどで電池を上から下に押し出してください。
④新しい電池（CR2430またはCR2032）を＋が裏カバー側になるように入れてください。
⑤裏カバーを取り付け、ねじ止めしてください。
⑥「操作方法」に従って、シャッターが正常に作動することを確認してください。

① ② ③ ④ ⑤

裏カバー 裏カバー

■リモコンの電池交換方法
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4_6　施錠・解錠の操作（タイプ①のみ）
※商品タイプにつきましては、8ページをご確認ください。

■施錠方法 ■解錠方法
シャッター全閉後、操作レバーを上げると
施錠します。 操作レバーを下げると解錠します。

操作レバーを根元で操作しないでください。
指をはさみ、ケガをするおそれがあります。

※ �シャッターを開けるときは、必ず解錠してから開けてください。施錠したまま開操作をしてしまった場合は、一度□閉
ボタンにより全閉させてから、錠を解錠し、再度シャッターを開けてください。
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（2）�障害物を取り除いた後、正常に動作するか確認して
ください。

この範囲では反転上昇しません。
※開ボタンを押し、シャッターを上昇させてから
　障害物を取り除いてください。

（1）�シャッターが下降中、障害物によりシャッターカーテン
に負荷がかかると約10秒間上昇し、停止します。	 �
停止後、開閉機から報知音「ピー・ピー・ピー・ピー・ピー」
が鳴ります。

　　※‌�本シャッターの特性上、停止または、反転上昇が�
開始するまで時間が掛かる場合があります。�
ご了承ください。

4_7　障害物検知装置の説明

●�当商品の障害物検知装置は、水切板と座板との間に人や物がはさまれた場合を想
定しております。水切板から30cmより上では効きにくい場合があります。 
また、停止寸前の水切板約5cm上では、反転上昇しません。
●�シャッター操作後はシャッターが閉まりきったことを確認してください。障害物
により反転上昇すると自動では閉まりませんので防犯性が保てなくなります。
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この操作は、シャッターのタイプによって異なります。お使いのシャッターのタイプをご確認のうえ下
表の操作手順に従い、操作してください。
※商品タイプにつきましては、8ページをご確認ください。

※不具合時にこの操作はせず、異常時の処置23ページをお読みください。

（1）操作レバーを下げて解錠します。

（2）�シャッターカーテンの出来るだけ上の部分に手のひ
らを押し当てて、斜め上方向に持ち上げるようにゆ
っくりとシャッターを上げてください。

（1）�内観左のガイドレールにある非常開放レバーを押し
下げます。
※‌�通電時に上記操作を行いますと、開閉機よりブ
ザーが鳴ります。ブザー音は60秒後に止まります。

（2）�座板の中央部に手をかけて、シャッターを押し上げ
ます。

座板

● 手動操作から電動操作に戻すときは、再度非常開放
レバーを下げ、元の状態にもどします。

非常開放レバー

ガイドレール

座板

タイプ① タイプ②

ガイドレール

部拡大図

停電時の操作に当たっては、高い場所で、手動にてシャッターを操作していただ
くことになります。窓からの転落などの危険が伴いますので、安定した足場を確
保し、注意して行なってください。

4_8　停電時の手動操作
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防犯機能…‌�外部から座板を持って、無理に開けようとすると、シャッターケース内のモーターがロックし、
シャッターが開けられるのを防止する機能です。作動条件は下記のとおりです。

● �通電時（通常のご使用状態）、全閉しているときにの
みロックします。全閉位置以外で停止している状態
ではロックしません。

● �停電時やブレーカが落ちている状態ではロックしま
せん。長期外出時には必ず錠を施錠してください。

通電時（通常のご使用状態）、停電時に関わらずモーター
は常にロックされており、防犯機能が作動しています。

タイプ① タイプ②

「防犯機能」は補助的な機能です。就寝、外出時は、シャッターを閉め、座板に錠が
ある場合は施錠し、室内のサッシも施錠してください。

4_10　防犯機能について
※商品タイプにつきましては、8ページをご確認ください。

当商品は、上部巻取り部分のスプリングでバランスさせたシャッターカーテ
ンをモーターで開閉する構造になっています。バランス状態によっては、開
閉中にシャッターカーテンが小刻みに動く場合もありますが、故障ではあり
ません。安心してご使用ください。

4_11　開閉時のシャッターの動きについて

4_9　停電復旧後の操作方法について

（1）開ボタンを押し、一度全開させてください。
※ 全開の状態でも開ボタンを押してください。

（2）全開状態から、閉ボタンを押して全閉させてください。

停電復旧後、必ず次の（1）〜（2）の操作を行なってください。
この操作を行なわないと、
● 障害物を検知した際に、停止のみで反転上昇しません。
● 全閉時に、スラットが波打った状態になることがあります。

お願い
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シャッターの開閉状態について、以下の事項を確認してください。

●今までと異なった音がしないこと。
●今までと異なった振動がしないこと。
●外観に使用上有害な変形がないこと。
●全開、全閉で停止すること。
●シャッターカーテンが傾いていないこと。
●障害物検知が作動すること。（点検方法は「4-7 障害物検知装置の説明」参照）

異常がありましたら直ちに使用を中止し、最寄りの三和シヤッター工業（株）営業所または FTS（修理連絡先）までご
連絡ください。（→「9. 故障における修理連絡先」26ページ参照）

日常点検5
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修理依頼の前に必ず次のことを確認してください。それでも正常に動作しない場合はご連絡ください。

異常時の処置6
※‌�異常を感じた場合は、直ちに使用を中止し、最寄りの三和シヤッター工業（株）営業所または FTS（修理連絡先）まで
ご連絡ください。（→「9. 故障における修理連絡先」26ページ参照）

異常の内容 原因 処置方法

操作スイッチ・ユニット・
リモコンの開・閉ボタン
を押してもシャッターが
動かない。

連続運転によりモーターが過熱して、
停止機能が働いた。

10分程度休ませてから操作してください。

ご家庭のブレーカが落ちている。 ブレーカをONにしてから操作をしてください。

停電している。 停電が復旧してから操作をしてください。

座板についている錠を施錠したまま操
作している。

解錠してから操作をしてください。
本書18ページをご参照ください。

シャッターが凍結した。 溶けるのを待って操作してください。

駆動機構が経年劣化により故障した。
直ちに使用を中止して、最寄りの三和シヤッター
工業（株）営業所または FTS（修理連絡先）まで
ご連絡ください。

シャッターがスムーズに
開閉しない。

シャッターケ−ス内、ガイドレール、ス
ラットに異物が挟まっている。

異物を取り除いてください。
困難な場合は最寄りの三和シヤッター工業（株）
営業所または FTS（修理連絡先）までご連絡くだ
さい。

ガイドレールまたはスラットの変形、
サビがある。 最寄りの三和シヤッター工業（株）営業所または

FTS（修理連絡先）までご連絡ください。スラットが片側に寄ってずれている。

モヘアが経年劣化により磨耗している。

シャッターの開閉時に 
異音がする。

シャッターケ−ス内、ガイドレール、ス
ラットに異物が挟まっている。

異物を取り除いてください。
困難な場合は最寄りの三和シヤッター工業（株）
営業所または FTS（修理連絡先）までご連絡くだ
さい。

ガイドレールまたはスラットの変形、
サビがある。

最寄りの三和シヤッター工業（株）営業所または
FTS（修理連絡先）までご連絡ください。

スラットが片側に寄ってずれている。

モヘアが経年劣化により磨耗している。

施錠できない。 座板についている錠が破損している。

リモコンのボタンを 
押しても動かない。

リモコンの電池が消耗している。
電池の極性（＋・－）が逆になっている。

電池を交換、または極性を確認してください。

リモコンの操作範囲外で操作している。 操作範囲（10m以内）で操作してください。

熱反射ガラス等が使用されている。
リモコンの設置位置をシャッターに近づけてくだ
さい。

リモコンの操作距離が 
短くなった。

リモコンの電池が消耗している。 電池を交換してください。

リモコンのボタンを押すと、
赤LEDが点滅する。また
は点灯しない。

リモコンの電池が消耗している。 電池を交換してください。
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●お手入れ時は危険ですので、シャッターを動かさないでください。
●お手入れ時は安定した足場を確保し、十分注意してください。
●シャッターケース内に水をかけないでください。故障や感電の原因になります。

●ガイドレールの底に入ったゴミや異物は故障の原因になりますので、取り除いてください。
●日頃のお手入れは、羽根バタキ・ハンディモップなどでホコリを落としてください。
　濡れた布などで汚れを拭きとった後は、乾いた布で水分を拭き取ってください。
●汚れがひどい場合は、次の手順で清掃してください。
　（1）シャッターケース内に水が入らないよう注意して水で汚れを洗い落としてください。
　（2）水洗いで落ちない汚れは、ぬるま湯で薄めた中性洗剤を含ませたスポンジまたは布で拭き取ってください。
　（3）表面に洗剤と汚れが残らないように十分に水洗いしてください。
　（4）乾いた布で水分を拭き取ってください。
※‌�シンナーなどの有機溶剤、酸性やアルカリ性の洗浄剤、クレンザーなどは使用しないでください。�
サビや変色の原因となります。
※金属たわしやワイヤブラシなどは使用しないでください。表面に傷がつきます。

シャッターを長期間、清掃しないままにしておきますと、表面に付着した汚れは、しみや腐食の原因となります。
汚れが軽いうちに清掃してください。清掃の目安は、少なくとも年1〜２回程度です。特に海岸地帯や交通量の多い道路
沿いは塩分や排気ガスによる汚損が進みやすいので、こまめにお手入れしてください。

お手入れ（清掃）方法7
お手入れの前に、必ず下記の事項を守ってください。
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商品保証に関する説明8
保証内容 取扱説明書、本体ラベル又はその他の注意書きに基づく適切なご使用状態で、保証期間内に不具合が発生

した場合は、下記に例示する免責事項を除き無料修理いたします。
なお、強風雨時に雨水が浸入することがありますが、これは商品上の特性であり、不具合ではありません。

保証期間 施工者様からの引渡し日（注１、注２）から 2 年間（電装部品については 1年間）とさせていただきます。
（注 1）改修工事の場合は、改修部分の工事完了日とします。
（注 2）分譲住宅（建売住宅）、分譲マンションの場合は、建築主様への引渡し日とします。
施工者様からの引渡し日が特定できる書類などを大切に保管してください。
なお、施工者様からの引渡し日が不明な場合や、品質保証書の発行が必要な場合は、お手数でも施工者様
までお問い合わせ願います。

免責事項 保証期間内でも、次の様な場合は有料修理となります。
1.	天災その他の不可抗力（例えば、暴風、暴雨、洪水、高潮、地震、地盤沈下、落雷、火災、津波、噴
火など）により、商品の性能を超える事態が発生した場合の不具合。

2.	自然現象や使用環境に起因する不具合（例えば結露・凍結、風による振動・共鳴音など）。
3.	環境が悪い地域や場所での腐食またはその他の不具合（例えば海岸地帯での塩害による腐食、大気中
の砂塵・煤煙・各種金属粉・亜硫酸ガス・アンモニア・車の排気ガスなどが付着しておきる腐食、異
常な高温・低温・多湿による不具合など）。

4.	表示された商品の性能を超えたことに起因する不具合（例えば、カタログなどに記載された耐風圧以
上の風圧に起因するものなど）。

5.	建築躯体の変形など、商品以外の不具合に起因する商品の不具合。
6.	本来の使用目的以外の用途に使用された場合の不具合、または使用目的と異なる使用方法による場合
の不具合。

7.	当社の手配によらない第三者の加工上、組み立て上、施工上、管理上、メンテナンス上などの不備に
起因する不具合。（例えば、海砂や急結剤を使用したモルタルによる腐食、中性洗剤以外のクリーニ
ング剤を使用したことによる変色や腐食、工事中の養生不良による変色や腐食など）

8.	お客様自身の組み立て、取付け、修理、改造（必要部品の取外しを含む）に起因する不具合。
9.	引渡し後の操作誤り、または適切な維持管理を行わなかったことによる不具合。
10.	使用に伴う接触部分の摩耗・傷、塗装の剥離や時間経過による塗装の退色、樹脂部品の変質・変色、めっ
きの劣化またはこれらに伴うさびなどの不具合。

11.	実用化されている科学や技術では、予測することや予防することが不可能な現象、またはこれが原因
で生じた不具合。

12.	犬、猫、鳥、鼠、昆虫、ゴキブリ、蜘蛛などの小動物の害による不具合。
13.	機能上支障のない音、振動など感覚的現象。
14.	犯罪などの不法な行為に起因する破損や不具合。
15.	リモコン携帯時の落下や衝撃など、お客様のお取り扱いが適正でなかったことにより生じた故障。
16.	リモコンの電池の消耗による不動作。
17.	AI スピーカーやHEMS、その他通信機器等の誤作動・不具合に起因する商品の不具合。
18.	その他、不具合の原因が第三者にある場合。

その他 保証期間経過後の修理、交換などは有料となります。
本書によって、お客様の法律上の権利を制限するものではありませんので、保証期間経過後の修理につい
てご不明の場合は、当社にお問い合わせください。
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故障における修理連絡先9
故障や事故に、電話1本で対応。

FTS（フルタイムサービス）をご利用ください。
三和シヤッター工業（株）では、商品の故障・事故に年中無休･24時間体制で
お応えする FTS（フルタイムサービス）システムを設けています。
電話1本でサービスマンがお客様のところへ伺います。
※�天候・その他不可避な状況により当日の対応ができない場合があります。

FTS受付
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